
科目名称 成人看護（皮膚疾患患者の看護） 
学年学期 単位数 時間数 

2 年後期  9 

担当教員  
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （ 医師    ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

皮膚の構造、疾患の特徴を理解し、疾病に従った看護を行うための知識を得る。 

 

【2】 学習目標 

1．皮膚の構造、疾患の特徴と検査、及び治療法を理解し、説明できるようになる。 

 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

■ 1．生活者としての人間の理解 

■ 2．人間の生命、尊厳および権利を尊重した多様な価値観をもつ人間の理解 

■ 3．看護の基礎的知識・技術・態度の修得  

■ 4．科学的根拠に基づいた看護援助の実施 

☐ 5．多職種との連携・協働 

☐ 6．地域医療の理解と生活の支援 

■ 7．看護専門職としての主体的な学びの継続  

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 

皮膚の構造 

原発疹と続発 

疹皮膚科の検査 

講義 

2 
皮膚科の治療 

皮膚感染症 
講義 

3 各論１ 講義 

4 各論２ 講義 

5 筆記試験（45 分間）  

 

 

【5】 評価方法 

１．筆記試験 

  

【6】 教科書 

  河邊博史 他著新看護学 11 成人看護［3］ 皮膚 医学書院 2020 年  

 

【7】 参考書 

  参考書は指定しない。 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

  

准看護師科



科目名称 成人看護（耳鼻咽喉疾患患者の看護） 
学年学期 単位数 時間数 

2 学年前期  9 

担当教員 玉貫 眞比古 
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （  医師  ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

看護職に必要な耳鼻咽喉科学の知識と技術を教授して、地域に貢献できる看護職人を育成する。 

 

【2】 学習目標 

1．看護に必要な耳鼻咽喉科学の知識を身につける。 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

■ 1．生活者としての人間の理解 

■ 2．人間の生命、尊厳および権利を尊重した多様な価値観をもつ人間の理解 

■ 3．看護の基礎的知識・技術・態度の修得  

■ 4．科学的根拠に基づいた看護援助の実施 

☐ 5．多職種との連携・協働 

☐ 6．地域医療の理解と生活の支援 

■ 7．看護専門職としての主体的な学びの継続  

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 耳科学 講義 

2 耳科学 講義 

3 鼻科学 講義 

4 鼻科学 咽喉頭科学 講義 

5 筆記試験（45 分間）  

 

 

【5】 評価方法 

１．筆記試験 

  

【6】 教科書 

   新井 嘉容 他著 「看護学入門 10 成人看護Ⅲ 耳鼻咽喉疾患患者の看護」 メヂカルフレンド社 202１年  

 

【7】 参考書 

   参考書は指定しない。 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

  

准看護師科



科目名称 成人看護（眼疾患患者の看護） 
学年学期 単位数 時間数 

2 学年前期  5 

担当教員 大島 鉄朗 
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （ 医師  ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

  眼科診察・疾患について理解し、診察時の看護に役立てるようにする。 

【2】 学習目標 

1．眼科に関する基本的事項についての知識を身につける。  

 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

■ 1．生活者としての人間の理解 

■ 2．人間の生命、尊厳および権利を尊重した多様な価値観をもつ人間の理解 

■ 3．看護の基礎的知識・技術・態度の修得  

■ 4．科学的根拠に基づいた看護援助の実施 

☐ 5．多職種との連携・協働 

☐ 6．地域医療の理解と生活の支援 

■ 7．看護専門職としての主体的な学びの継続  

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 
眼科診察について 

眼科疾患について 
講義 

2 
眼科手術について 

過去問題解説 
講義 

3 筆記試験（45 分間）  

 

 

【5】 評価方法 

１．筆記試験 

  

【6】 教科書 

   新井 嘉容 他著 「看護学入門 10 成人看護Ⅲ 眼疾患患者の看護」 メヂカルフレンド社 2021 年  

 

【7】 参考書 

   参考書は指定しない。 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

  

准看護師科



科目名称 成人看護（歯口腔疾患患者の看護） 
学年学期 単位数 時間数 

2 学年前期  7 

担当教員 西岡 信治 
授業に関わる

実務経験 

■ 有 （  歯科医師 ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

歯・口腔疾患について学ぶ。 

 

【2】 学習目標 

1．歯・口腔疾患患者の看護および医科歯科連携の大切さ、歯周炎と全身疾患の関連について説明できる。 

2．口腔ケアの大切さについて説明できる。 

 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

■ 1．生活者としての人間の理解 

■ 2．人間の生命、尊厳および権利を尊重した多様な価値観をもつ人間の理解 

■ 3．看護の基礎的知識・技術・態度の修得  

■ 4．科学的根拠に基づいた看護援助の実施 

☐ 5．多職種との連携・協働 

☐ 6．地域医療の理解と生活の支援 

■ 7．看護専門職としての主体的な学びの継続  

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 基礎知識について 講義 

2 主な疾患について 講義 

3 患者の看護について 講義 

4 筆記試験（45 分間）  

 

 

【5】 評価方法 

１．筆記試験 

  

【6】 教科書 

  新井 嘉容 他著 「看護学入門 10 成人看護Ⅲ 歯・口腔疾患患者の看護」 メヂカルフレンド社 2021 年  

 

【7】 参考書 

  参考書は指定しない。 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

  

准看護師科
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